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日
吉
社
を
め
ぐ
る
断
章

二
、
三

『太
平
記
』
注
解
補
考
O
l

*

長

坂

成

行

要

旨

『
太
平
記
』
注
解

の
補
訂

・
追
考
と
し

て
、

日
吉
神
社

に
関

連
す
る
、
以
下

の
四
件

に

つ
い
て
述

べ
た
。

ま
ず
建

武
三
年
正
月
、
足
利
尊
氏
と

の
京
合
戦

に
敗
れ
た
後
醍
醐

天
皇

が
、
叡
山

に
臨
幸

し
た
際

に
応
対
し
た
権
禰
宜
行
親
、

お
よ
び
法
印
定
宗

の
事
跡

に

つ
い

て
、
次

に
北
朝

の
後
光

厳
天
皇

の
臨
幸

の
時
、

二
度

に
わ
た
り
私
宅

が
行
宮
と

な

っ
た
日
吉
社
家
祝
部
成
国

の
経
歴

・
縁
戚
関
係
な
ど

に

つ
い
て
触

れ
た
。

三
番
目

に

住
吉
神
社

の
楠
が
折
れ

た
件

に
関

連
し

て
語
ら
れ
る
応
和
年
間

の
叡
山

三
宮

の
松
枯
れ

の
故
事

は
、
山
王
神
道
関
係

の
諸
書

に
み
え
る
、
万
寿

二
年

の
礼
拝
講
由
来
調
が
典
拠

に
な

っ
て
い
る

で
あ

ろ
う
こ
と
を
指
摘

し
た
。
最
後

に
、
鎌
倉
公
方
足
利
基
氏

の
死
去

に
係

り
、
世

の
乱
れ
を
恐
れ

て

「内

々
」

の
沙
汰

に
よ
る
祈
祷
と

い
う
表
現
が
あ
る
が
、

そ

の
背
後

に
は
、

横
川
法
師
が

日
吉
権
現

の
神

託
を
得
、
そ
れ
を
察
知
し
た
武
家
が
諸

寺

に
大
般
若
経
転

読
を
命
じ
た
、
と

い
う
事
象

な
ど
が
意
識
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な

い

か
、
と
推
測

し

て
み
た
。

数
年
来
、
天
正
本
を
底
本
に
し
た
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

『太
平
記
①
～
④
』

(長
谷
川
端
校
注
、
一
九
九
四
～
九
八
、
小
学
館
)
の
頭
注
を
分
担
執
筆
す
る
機
会

に
恵
ま
れ
た
が
、
初
め
て
翻
刻
さ
れ
る
異
本
で
あ
る
上
、
稿
者

の
学
力
不
足
は
元

よ
り
、
時
間

・
記
述
分
量
な
ど
の
制
約
も
あ
り
、
意
を
尽
く
せ
ず
、
ま
た
未
勘
の

箇
条
も
少
な
か
ら
ず
残

っ
た
。
そ
こ
で
い
さ
さ
か
の
分
量
が
許
さ
れ
る
本
誌
に
頭

注

・
鑑
賞
注
等
の
補
訂

・
追
考
を
記
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
底
本
は
新
編
全
集
の
補

訂
と
い
う
意
味
で
天
正
本

(校
訂
本
文
に
拠
り
つ
つ
、
一
部
、
写
真

で
訂
す
)
に
よ

る
が
、
問
題
に
な
る
よ
う
な
本
文
異
同
が
あ
る
場
合
は
、
他
の
諸
本
に
言
及
す
る
。

巻
十
四

「
日
吉
社
頭
願
書
の
事
」

は
じ
め
に

標
題
の
章
段
は
巻
十
四
の
末
尾
に
あ
り
、
建
武
三

(
一
三
三
六
)
年
正
月
、
足

利
方
と
の
京
合
戦

で
新
田
軍
は
敗
れ
、
後
醍
醐
天
皇
が
比
叡
山

へ
臨
幸
し
た
際
の

模
様
を
記
す
。
以
下
に
粗
筋
を
述
べ
る
。

後
醍
醐
天
皇
は
日
吉
山
王
の
大
宮
権
現
の
彼
岸
所
を
仮
御
所
と
し
た
が
、
御

　

方
に
参
る
大
衆
は
お
ら
ず
、
藤
下
坊

(神
田
本

「藤
本
坊
」
)

の
英
憲
僧
都
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が
伺
候
す
る
だ
け
で
あ

っ
た
。

そ
こ
で
天
皇
は
震
筆
の
願
書
を
草
し
、
右
方

　　
　　
　　　
　　
　　
ロ

　エ
　　
　　
　　　

の
権
禰
宜
行
親
を
も

っ
て
大
宮

の
神
殿
に
納
め
さ
せ
た
。
す
る
と
円
宗
院
法

印
定
宗
が
同
宿
と
共
に
天
皇

の
許
に
参
じ
、
山
門
と
朝
廷
の

一
体
で
あ
る
こ

と
を
語
り
合
力
を
誓
う
。
南
岸

の
僧
都
道
場
坊
祐
覚
も
千
余
人
を
連
れ
内
裏

に
駆
け

つ
け
、
大
衆
を
招
集
し
、
兵
根
も
用
意
さ
れ
た
。

(圖
㎜
ー
脳
頁
)

注
釈
上

の
こ
と
で
は
な
い
が
、
本
話
が
筋
書
の
展
開
に
お
い
て
巻
三

「先
帝
笠

置
臨
幸
の
事
」
と
酷
似
の
型
を
持

つ
こ
と
は
指
摘
し
て
お
い
て
よ
い
だ
ろ
う
。
す

な
わ
ち
、
天
皇
が
京
の
御
所
を
脱
出

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
こ
ま
れ
、
宗

教
勢
力
の

一
拠
点
を
た
の
み
に
臨
幸
す
る
が
思
う
よ
う
に
御
方
が
集
ま
ら
な
い
。

そ
こ
で
天
皇

に
の
み
可
能
な
特
別
な
行
為

(巻
三
で
は
帝
の
霊
夢
、
こ
こ
で
は
震

筆
願
文
)
が
果
た
さ
れ
、
そ
の
結
果
有
力
な
御
方
が
出
現
し

(巻
三
で
は
楠
正
成
)、

新
た
な
展
望
が
ひ
ら
け
る
と
い
う
構
造
は
両
章
段
に
共
通
す
る
。
例
え
ば
法
印
定

宗
の
、身

不
肖
に
候

へ
ど
も
、
定
宗

一
人
忠
貞
を
存
ぜ
ば
、
三
千
の
衆
徒
二
心
あ
る

ま
じ
と
思
し
食
し
候
ふ
べ
し

と
の
自
信
に
満
ち
た
発
言
は
、
正
成

の
、

正
成

一
人
い
ま
だ
生
き
て
あ
り
と
聞

こ
し
食
し
候
は
ば
、
聖
運
は

つ
ひ
に
開

く
べ
し
と
思
し
召
し
候

へ

、(国
枷
頁
)

と
い
う
確
言
に
ほ
と
ん
ど
重
な
る
。

さ
て
、
右
の
傍
線
①
～
③
の
人
物

に
つ
い
て

〈新
編
〉

で
は
い
ず
れ
も

「不
明
」

と
し
た
が
、
②

「権
禰
宜
行
親
」
が
勅
撰
歌
人

で
あ
る
こ
と
を
見
落
し
て
い
た
。

『和
歌
大
辞
典
』
(
一
九
八
六
年
三
月
、
明
治
書
院
)
を
引
く
。

行
親

的
越

(
鎌
倉
期
歌
人
)
祝
部
。
は
じ
め
行
房
。
行
氏
男
。
生
没
年
未
詳
。

日
吉
社
禰
宜
、
従
四
位
上
。続
千
載
集

一
首

=
ハ七
三
・
続
後
拾
遺
集

一
首

七
八

九
・
新
千
載
集
三
首

三
〇
三
・
一六
九
八
二
七
三
六

新
拾
遺
集
二
首

八
二
三
・
西
二

一
・
新
後
拾
遺
集

一
首

一二
〇
四
、
合
計
八
首
入
集
。

(安
井
久
善
)

[歌
番
号
は

『新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
り
私

に
補
記
]

　　
　

行
親
の
詠
歌
の
中
で
は
、
二
条
派
歌
人
の
パ
ト
ロ
ン
的
存
在
で
あ

っ
た
後
二
条
院

皇
子
邦
省
親
王

(
=
二
〇
二
～
七
五
)
の
五
十
首
歌
に
三
首
の
出
詠
が
確
認
さ
れ

る

(続
後
拾
遺
七
八
九
・
新
千
載

一六
九
八
・
拾
遺
現
藻
和
歌
集
七
〇
八
)
の
が
目
立

つ
。

他
に
『続
現
葉
和
歌
集
』
五
秋
下
三
六
〇
・『菟
玖
波
集
』
四
三
三
六

七
五
八
七

十
二

一二
六
〇
・
『
草
庵
集
』
十
神
砥

一四
=
な
ど
に
歌
が
の
る
。
生
没
年
未
詳
だ
が
、

『草
庵
集
』
頓
阿
詠

の
詞
書

に
は
年
紀
が
記
さ
れ
て
い
る
。

延
文
元
年
、
日
吉
の
祭
、
洪
水
に
よ
り
て
船
に
て
神
幸
の
よ
し
行
親
宿

禰
申
し
侍
り
し
か
ば
、
影
向
の
始
を
思
ひ
い
で
て
、
申
し

つ
か
は
し
侍

り
し

㎜

船
よ
せ
て
ま
れ
の
御
幸

に
か
ら
崎
の
む
か
し
を
神
や
思
ひ
出
づ
ら
ん

返
し

　　
　

幽

こ
と
し
又
御
船
を
よ
せ
て
か
ら
崎
の
松
に
神
代
の
昔
を
ぞ
み
し

延
文
元

(
一
三
五
六
)
年
の
日
吉
祭
は
恒
例

の
四
月
中
申
日
に
は
行
わ
れ
ず
、
九

月
七
日
ま
で
延
引
し
た

(園
太
暦
)。
『
柳
原
家
記
録
』
に
は

「九
月
八
日
大
風
事
」

と
あ
り
、
洪
水
は
天
候
不
順
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

他
に
行
親

の
事
跡
と
し
て
は
、
山
王
神
道
の
最
も
根
本
的
な
典
籍
で
あ
る

『山

家
要
略
記
』
を
書
写
し
て
お
り
、
神
宮
文
庫
本

・
仙
岳
院
本
に
次
の
よ
う
な
奥
書
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が
あ
る

(引
用
は

『神
道
大
系

天
台
神
道
00
』
の
神
宮
文
庫
本
に
よ
る
。仙
岳
院

本
は
ご
く
僅
か
な
異
同
が
あ
る
)。

(巻

一
)

建
武
元
年
二
月
十
九
日
、
於

二
生
源
寺
西
窓

一
終

二
書
写
功

一
畢
、

同
廿
四
日
校
合
畢

日
吉
権
禰
宜
従
五
位
上
祝
部
宿
禰
行
親

写
本
者
巻
物
也
、
今
度
依

・
為

二
双
紙

一、
裏
書
等
同
事
並

・
之
付

二
裏
事

由

一
畢
、

(巻
二
)

元
弘
第
三
之
天
無
射
三
五
之
候
、
於

二
生
源
寺
西
窓

一
終

二
書
写
功

一、

日
吉
社
権
禰
宜
従
五
位
上
祝
部
宿
禰
行
親

写
本
者
巻
物
也
、

今
度
依

・
為

二
双
紙

一、

裏
書
等
書

コ
並
之

一
付

二
裏

書

輔
申
了
、

同
十
六
日
校
合
了
、

(巻
三
)

建
武
元
年
三
月
三
日
於

二
生
源
寺
西
窓

一
書
写
如

レ
件
、

日
吉
権
禰
宜
従
五
位
上
祝
部
宿
禰
行
親

以
上
か
ら
建
武
元

(
=
二
一二
四
)
年
二
月
十
九
日
に
巻

一
を
、
同
年
三
月
三
日
に

巻
三
を
、
元
弘
三

(
=
二
三
三
)
年
九

月
十
五
日
に
巻
二
を
書
写
し
た
こ
と
、
お

よ
び
当
時
従
五
位
上
、
日
吉
権
禰
宜

で
あ

っ
た
こ
と
が
判
る
。

傍
線
①

「英
憲
僧
都
」

・
③

「法
印
定
宗
」
は
未
勘
で
あ
る
が
、
後
者
は

『渓

嵐
拾
葉
集
』
縁
起

(文
保
三

〈
一
三

一
九
〉
年
正
月
)

に
編
者
光
宗
が
、
教
え
を

受
け
た
師
を
列
挙
し
て
い
る
中
に
、

一

兵
法
事

義
憲
法
師

義
源
僧
都

定
宗
法
印

已
上

黄
石
公
伝

神
明
相
伝
等

栄
俊
阿
閣
梨

(大
正
新
脩
大
蔵
経
76
、
鵬
頁
)

と
あ
る
人
物
が
、
あ
る
い
は
該
当
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
定
宗

の
前
に
み
え
る
義

源
僧
都
は
前
掲

『山
家
要
略
記
』
を
集
大
成
し
た
学
僧

で

(『
続
天
台
宗
全
書

山
王
神
道
1
』解
題

[菅
原
信
海
]
、
他
)
、
光
宗

(
一
二
七
六

1

=
二
五
〇
)
や

円
観

(
一
二
八

一
ー

=
二
五
六
)
の
師
に
も
あ
た
り
、
年
代
的
に
は
ほ
ぼ
矛
盾
し

な
い
で
あ
ろ
う
。
先
に
引
用
し
た
よ
う
に

『太
平
記
』
の
中
で
定
宗
が
山
門
の
武

の
代
表
の
如
き
発
言
を
し
て
い
る
の
も
、
兵
法
の
専
家
と
し
て
の
自
信

の
表
明
と

理
解
し
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。

本
章
段
は
天
皇
が
山
門
を
た
の
み
に
し
た
こ
と
を
伝
え
る
話
で
、
叡
山
や
社
家

を
称
揚
す
る
も
の
で
あ
る
。
人
物

の
設
定
も
山
門
の
然
る
べ
き
資
料
に
基
づ
く
と

考
え
ら
れ
る
。
な
お
西
源
院
本

・
織
田
本
は
本
章
段
を
す
べ
て
欠
く
。
高
橋
貞

一

　　
　

は

「本
書

(西
源
院
本
)
の
み
の
誤
脱
で
あ
ろ
う
か
」
と
す
る
。
本
話
は
山
門
称

揚
の
た
め
の
独
立
的
章
段
で
あ
り
、

こ
れ
を
欠
く
こ
と
で
筋
書
展
開
の
上

で
大
き

な
欠
陥
が
生
じ
る
わ
け
で
は
な
い
。
全
体
的
に
古
態
を
残
す
西
源
院
本
の
傾
向
か

ら
考
え
れ
ば
、
同
本
の
段
階
で
は
無
か

っ
た
記
事
が
、
以
後
の
諸
本
に
お
い
て
付

加
さ
れ
た
と
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
わ
け
だ
が
決
定
的
な
根
拠
は
な
い
。
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二

日
吉
社
家
成
国
宅
の
行
宮

後
醍
醐
天
皇
と
同
様
、
北
朝
の
天
皇
も
京
に
危
難
が
迫
る
と
山
門

へ
避
難
し
た
。

康
安
元

(
=
二
六

一
)
年
九
月
、
佐

々
木
導
誉
と
の
確
執
が
原
因

で
細
川
清
氏

は
南
朝
方

へ
走
り
、
十
二
月
に
南
軍
が
京
に
迫
る
。
後
光
厳
天
皇
は

一
旦
は
近
江

の
長
光
寺

へ
の
が
れ
る
が
、
そ
の
後
足
利
方
が
南
軍
を
追

い
落
と
し
た
と
の
報

に

叡
山
東
坂
本

へ
遷
り
、
そ
こ
で
帰
洛
を
待

つ
。

こ
れ
も
旧
都
の
跡
な
が
ら
馴
れ

ぬ
旅
寝
の
そ
の
儘
に
、
今

一
日
も
と
還
幸
を

勧
め
奉
り
し
か
ど
も
、
主
上
都
を
落
さ
せ
給
ひ
し
時
、
さ
ら
で
だ
に
諸
寮
諸

司
閾
け
た
り
し
里
内
裏
、
唐
垣
も
破
れ
、
翠
簾
も
断
え
ぬ
れ
ば
、
且
く
修
理

を
加

へ
て
こ
そ
還
幸
な
ら
め
と

て
、
翌
年
の
春
の
暮
月
に
至
る
ま
で
、
な
ほ

東
坂
下
に
御
座
あ

つ
て
、
日
吉
社
司
成
国
が
私
宅
を
点
じ
、

れ
け
る
。
外
都
の
御
棲
何
ま
で
か
か
く
て
あ
る
べ
し
と
て
、

三
日
、
西
園
寺
亭

へ
還
幸
な
る
。

(巻
三
十
六

「南
方

の
宮
方
国
々
に
敗
北
す
井
び
に
持
明
院
主
上
江
州
武

作
寺
よ
り
還
幸
」
囚
㎜
頁
)

右
の
成
国
宅
を
行
宮
に
し
た
と
い
う
記
事
は
、
天
正
本
系

・
毛
利
家
本

・
書
陵
部

本
に
あ
る
異
文
で
、
徴
古
館
本

(巻
三
十
七

「主
上
還
幸
事
」
)
等
古
態
諸
本
で

は
傍
線
部
を
、

有
け
る
、
近
日
は
珈
の
事
も
公
家

の
御
計
と
し
て
は
難
叶
け
れ
は
、
大
裏
御

修
理
の
事
、
武
家
え
被
仰
た
り
け
れ
と
も
、
領
掌
は
申
な
か
ら
、
何
道
行

へ

行
宮
に
ぞ
成
さ

同
じ
き
三
月
十

き
と
も
不
見
け
れ
は
、
何
ま
て
か
外
都
の
御
栖
も

(神
宮
徴
古
館
本
、
㎜
頁
)

と
す
る
。
公
家
の
不
如
意
、
武
家
の
専
横
の
さ
ま
を
叙
し
た
時
勢
相
批
評
の
文
言

が
天
正
本
で
は
消
え
、
か
わ
り
に
成
国
と
い
う
固
有
名
詞
を
出
す
記
録
的
な
志
向

を
み
せ
る
。

成
国
は
祝
部
宿
禰
氏
、
成
久
男
で

『
風
雅
集
』
以
下
の
勅
撰
集
に
十
五
首
が
入

　る
　

集
す
る
歌
人
で
も
あ
る
。
『祝
部
宿
禰
成

一
流
系
図
』
の
注
記
に
は
、

禰
宜
惣
官
正
三
位

元
徳
元
年
十
二
月
二
十
八
日
奉
幣
賞

上
首
十
八
人
超
越
叙
従
五
位
上

　マ
マ
　

文
和
三
年
春

後
光
厳
帝
為
仮
皇
居

と
あ
る
。
彼

の
縁
戚
関
係
で
注
目
さ
れ
る
の
は
北
朝

の
有
力
公
家
で
あ
る
日
野
家

と
の
結
び

つ
き
で
あ
る
。
『尊
卑
分
脈
』
の
柳
原

(
日
野
)
資
衡

(資
明
孫
、
忠
光

息
)

の
注
記
に

「母
日
吉
禰
宜
成
国
卿
女
」
(
二
"
)、
ま
た
前
掲

『祝
部
宿
禰
成

一
流
系
図
』

の
成
国
女
子
に

「
権
大
納
言
藤
原
忠
光
卿
室
」

(別
本
に

「
資
衡
卿

母
」
と
も
)
と
あ
り
、
成
国
女
は
日
野
忠
光
室
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
関
係
を
略
系

図

で
示
す
。
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成
久
i
成
国
義擁

忠
光
は
持
明
院
統

に
仕
え
権
大
納
言

ま
で
進
ん
だ
日
野
資
明

(
一
二
九
七
1

=
二

五
三
)
を
父
に
、
ま
た
政
界

・
宗
教
界
に
絶
大
な
影
響
力
を
ふ
る
っ
た
醍
醐
寺
三

宝
院
賢
俊

(
一
二
九
九

1

=
二
五
七
)
を
叔
父
に
持

つ
。
観
応
三

(
一
三
五
三
)

年
八
月
十
七
日
、
後
光
厳
天
皇
が
十
五
歳

で
践
詐
す
る
と
同
時
に
、
忠
光
も
十
八

歳

の
若
さ
で
五
位
蔵
人
に
任
じ
た
。
文
和
三

(
=
二
五
四
)
年
六
月
に
は
右
少
弁

に
、
延
文
三

(
=
二
五
八
)
年
八
月

に
は
蔵
人
頭
に
昇
進
し
た
。

こ
う
し
て
北
朝

の
実
務
官
僚
と
し
て
着
実
に
出
世
し

て
い
っ
た
背
景
に
は
、
日
野

一
門
の
広
橋
兼

綱
女
子
仲
子
が
後
光
厳
天
皇

の
後
宮

に
入
り
、
延
文
三
年
に
緒
仁
親
王

(後
円
融

　　
　

天
皇
)
を
産
ん
だ
こ
と
も
与

っ
て
い
よ
う
。
康
安
元

(
=
二
六

一
)
年
に
は
二
十

七
歳
で
正
四
位
下
左
大
弁
で
あ

っ
た
。
祝
部
成
国
宅
が
後
光
厳
天
皇
の
行
宮
に
選

ば
れ
た
の
も
、
女
婿
柳
原
忠
光
と
の
関
係
を
考
え
れ
ば
故
な
し
と
し
な
い
。

さ
て
前
掲
成
国
宅
行
宮
の
箇
条

の
頭
注
に

「『新
千
載
集
』
一
七
〇
五
番
詞
書
参

照
」
(㎜
頁
注

一
四
)
と
し
た
の
は
、
行
宮
に
さ
れ
た
の
に
は
前
例
が
あ
る
、
と

い
う
意
味
で
記
し
た
の
だ
が
、
い
か
に
も
説
明
不
足
は
否
め
ず
補
足
し
た
い
。
同

歌
を
示
す
。文

和
四
年
春
比
、
お
も
は
ざ
る
に
祝
部
成
国
家
皇
居
に
な
り
侍
り
け
る

を
、
程
な
く
世
し
づ
ま
り
て
還
幸
の
時
、
か
の
障
子
に
御
製
を
あ
そ
ば

し
付
け
ら
れ
て
侍
り
け
れ
ば
、
前
関
白
も
と

へ
申
し
侍
り
け
る祝

部
成
国

㈱
か
り
そ
め
の
み
ゆ
き
な
が
ら
も
此
宿
の
花
に
雲
ゐ
の
名
を
や
残
さ
ん

詞
書
に

「文
和
四
年
春
」
と
あ
る
の
は
、
『太
平
記
』

の
記
事

で
言
え
ば
巻
三

十
二

「山
名
伊
豆
守
将
を
立

つ
る
事
」
に
相
当
し
、
足
利
直
冬

・
山
名
時
氏

・
桃

井
直
常
ら
が
将
軍
尊
氏
に
叛
き
、
尊
氏
は
後
光
厳
天
皇
を
奉
じ
近
江
国
武
佐
寺

へ

の
が
れ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
年
表
風
に
略
記
す
る
。

。
文
和
三

(
=
二
五
四
)
年
十
二
月
二
十
四
日

尊
氏
、
後
光
厳
天
皇
を
奉
じ

武
佐
寺
に
赴
く
。

。
同
四
年

一
月
二
十
四
日

後
光
厳
天
皇
、
近
江
国
成
就
寺

へ
遷
幸
。

。
同
年
二
月
八
日

天
皇
、
東
坂
本
二
宮
彼
岸
所

へ
臨
幸
、
後

に
成
国
邸

へ
遷

る
。

。
同
年
三
月
二
十
八
日

天
皇
、
土
御
門
邸

へ
遷
幸
。

後
光
厳
天
皇
が
成
国
邸

へ
入

っ
た
こ
と
は

『建
武
三
年
以
来
記
』
文
和
四
年
二
月

九
日
、
三
月
十
九
日
条
や
、
『園
太
暦
』
三
月
二
十
八
日
条
に
見
え
る
。
『太
平
記
』

に
は
文
和
四
年
春
の
還
幸
記
事
は
な
い
。
因
に
後
光
厳
天
皇
の
御
製
は

『
日
吉
年

中
行
事
井
礼
拝
講
事
』
(続
天
台
宗
全
書

『山
王
神
道
1
』
)
に
、
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第
九
十
九
代
後
光
厳
院
御
製
震
筆
、
樹
下
家
障
子
有

・
之

ま
よ
ひ
た

つ
雲
井

の
外
の
春
に
き
て
あ
ら
ぬ
軒
は
の
花
を
み
る
か
な

と
み
え
る

(『
日
吉
山
王
権
現
知
新
記
』
他
に
も
)
。

天
正
本
巻
三
十
六
に
記
さ
れ
る
康
安
二

(
=
二
六
二
)
年
正
月

の
成
国
邸

へ
の

　　
　

臨
幸

に
つ
い
て
は
、
『門
葉
記
』
百
三
十
門
主
行
状
三
後
青
龍
院
宮
尊
道
に

同

(康
安
二
年
)
正
月

日
、
始
修
聖
真
子
本
地
護
摩

靴
穐
鉢
鋤
彌

今
度
進
秘
封
有
効
験
事

酷
趾
繭
磁
徽
琳
舖
館

と
あ
る
。

再
度

に
わ
た
り
自
宅
が
行
宮
と
な

る
機
会
に
恵
ま
れ
た
成
国
は
、
貞
治
二

(
一

三
六
三
)
年
七
月
中
に
没
し
た
。
『後

愚
昧
記
』
同
年
八
月
二
十
九

日
の
条
に
、

柳
原
忠
光

の
も
と
め
に
応
じ
忠
光
妻
室
亡
父
の
四
十
九
日
仏
事

の
謁
諦
文
を
清
書

し
た
、
と
の
記
事
が
あ
り
、
「光
陰
未

・
満
、
引
上
而
行

・
之
云
々
」

(大
日
本
古

記
録
0
67
頁
)
と
注
す
る
こ
と
か
ら

そ
れ
が
判
る
。

三

三
宮
林
の
松
枯
れ

足
利
尊
氏
亡
き
後
、
将
軍
義
詮
は
関
東
か
ら
上
洛
し
た
畠
山
国
清
ら
と
共
に
南

朝
方
を
攻
め
る
。
折
し
も
、
住
吉
神
社
の
楠
が
倒
れ
た
旨
、
神
主
津
守
国
久
か
ら

南
朝

に
報
告
さ
れ
た
。
南
朝
方
に
と

っ
て
凶
事
で
あ
る
、
と
恐
れ
る
諸
卿
に
対
し

て
大
塔
忠
雲
僧
正
は
、
後
漢

の
光
武
帝
の
代
の
椀
木
の
転
倒
と
再
生
、
お
よ
び
応

和
年
間
の
叡
山
三
宮
の
松
枯
れ
と
復
活
、
の
故
事
を
語
り
、
除
災
与
福
の
祈
祷
を

行
う
よ
う
説
い
た

(巻
三
十
四

「
住
吉
神
木
倒
れ
折
る
る
事
」
)。
忠
雲
の
語
る
故

事

の
う
ち
、
比
叡
山
の
松
枯
れ
の
話
の
粗
筋
を
紹
介
し
て
お
く
。

①
応
和
年
間
の
末
、
三
宮
林
の
数
千
本
の
松
が

一
夜
で
枯
れ
た
。

②
衆
徒
が
十
禅
師
に
参
じ
祈
請
す
る
と
、

一
人
の
神
子
に
七
社
権
現
が
愚
依
し

た
。

③
神
託
は
、
信
仰
が
衰
え
荒
廃
し
た
叡
山
の
現
状
を
歎
き
、
他
所

へ
の
神
幸
を

示
唆
し
た
。

④
大
衆
が
聖
真
子
の
前
で
念
仏
を
唱
え
、
止
観
院
の
外
陣
で
竪
義
を
行
う
と
、

松
は
緑

に
復
し
た
。

本
話
に

つ
い
て

〈新
編
〉
で
は
、

応
和
年
間
の
比
叡
山
三
の
宮
の
松
枯
れ
の
話
は
典
拠
未
詳
だ
が
、
春
日
社
の

神
木
枯
槁
は
嘉
元
二
年

(
=
二
〇
四
)

・
観
応
三
年

(
=
二
五
三
)

・
応
永

十
二
年

(
一
四
〇
五
)
な
ど
数
回
に
及
び
、
い
ず
れ
も
当
時
の
政
治
状
況
と

か
ら
め
て
利
用
さ
れ
た
。

(囚
魏
頁
鑑
賞
注
)

と
記
し
た
の
み
で
あ

っ
た
が
、
右
の
話
が
日
吉
社

で
行
う
法
華
八
講
会
で
あ
る
山

王
礼
拝
講

の
由
来
讃
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
な
か

っ
た
の
は
不

明
の
至
り
で
あ
る
。

礼
拝
講

の
起
源

の
話
は
山
王
関
係

の
諸
書
に
精
粗
様
々
に
載
る
が
、
ま
ず
は
最

も
基
本
的
な
文
献

で
貞
応
二

(
一
二
二
三
)
年

の
年
紀
が
見
え
る

『
耀
天
記
』
の

「十
五

禰
宜
事
」
(「十
六

礼
拝
講
事
」
の
直
前
)
を
引
く
。

イ

ハ
ト
ヲ

　
　
　
　
　

ω
第
三
禰
宜
従
六
位
上
石
遠

安
国
一男
、
永
観
二
年
三
月
十
九

日
任

二
大
比
叡

禰
宜
～、

②
大
宮
宝
殿

.
正
面
御
簾
二
間

.
巻
上

一.
、
御
興
馬

.
引
立
、

召

コ
石
遠
↓、
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イ
ワ
カ
ゲ

神

勅

云

、

「
王

城

北

石

影

ト
云

所

二
可

二
遷

御

}
也

、

於

二
汝

等

一
者

、

可

レ

チ

ノ

ブ

有
二
御
共
こ
、
石
遠
答
云
、
「凡
河
内

.
千
信

。
バ可
・召
歎
」
云
々
、
勅
云
、

「至

二
千
信

一
者
、
不
ユ可
τ
具
」
被

・
仰
畢
、
其
後
社
頭
樹
木
、
始

・
自

二
大

宮
小
此
叡

一、
至

二
八
王
子
山

一、
悉
枯
如

二
秋
紅
葉

一、
価
石
遠
令

レ
触

二

三
塔

一
之
処
、
被

・
致

二
種
々
祈
請

一
之
間
、
不

レ
経

二
幾
程

一、
復

二
本

葉

一
畢
、

③

口
伝
云
、
件
種
々
祈
請
之
内
、
礼
拝
講
念
仏
被

二
初
置

一、
(下
略
)

ω
或
記
云
、
延
久
年
中
比
、
後
三
条
院
御
宇
歎
、
峯
木
枯
、
谷
流
留

...
時
人

佐
、
神
威
暗

二
顕

一.、
社
頭

二
念
仏
三
昧

,
勤
修

セ。ト
教

ベキ
云
々
、

(神
道
大
系

『
日
吉
』

に
よ
る
。
私
に
四
分
し
、
会
話
記
号
を
付
し
た
)

こ
の
う
ち
②
ω
が
神
木
枯
槁
に
係
る
話
だ
が
、
『
太
平
記
』

の
叙
述
と
ば
か
な
り

の
径
庭
が
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
種

の
類
話
が
載
る
山
王
神
道
関
係
の
諸
書
を
検
す

る
と
、
内
容
的
に
大
き
く
二

つ
に
分

れ
る
。
ま
ず
②
の
前
半
部
分
の
、
神
が
凡
河

内
千
信

(凡
河
内
千
方
を
祖
と
す
る
社
司
の

一
家
で
祝
部
家
と
は
対
立
し
て
い
た
)

の
御
供
を
拒
否
す
る
記
事
を
持
ち
、
信
仰
の
衰
退
の
故
に
他
所

へ
遷
り
た
い
と
い

う
神
託
の
部
分
を
欠
く
も
の
と
し
て
、
『耀
天
記
』
の
他
、
『山
王
絵
詞
』
巻
十

一

妃

(続
天
台
宗
全
書

『
山
王
神
道
1
』
娚
頁
)

・

『
日
吉
山
王
記
』
巻

二
十

二

[「礼
拝
講
事
」
(同
書
㎜
頁
)
等
が
あ

る
。
『太
平
記
』
の
記
事
に
近
い
の
は
、
千

信
の
こ
と
を
欠
き
、
神
が
山
門
の
腐
敗
を
歎
き
指
弾
す
る
託
宣
の
話
を
持

つ

『
日

吉
年
中
行
事
井
礼
拝
講
事
』
(前
掲

『
山
王
神
道
1
』
鵬
頁
)

・
『
日
吉
社
礼
拝
講

元
起
事
』
(同
書
謝
頁
)

・

『御
礼
拝
講
之
記
』
(続
類
従
二
下
禰
頁
)

・
『
元
徳

二
年
三
月
日
吉
社
並
叡
山
行
幸
記
』
律
六

(『室
町
こ
こ
ろ
』
糊
頁
)

・

『
日
吉
山

王
権
現
知
新
記
』
上

(天
台
宗
全
書
十
ニ
ー1
頁
)
な
ど
で
あ
る
。

『
日
吉
年
中
行
事
井
礼
拝
講
事
』
は
四
書
が
合
綴
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
二
番
目

が

「礼
拝
講
因
縁
」
で
、
後
者

の
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
で
は
最
も
詳
し
い
叙
述
を
持

つ
。
成
立
年
時
は
明
記
さ
れ
な
い
が
、
「解
題
」
(池
山

一
切
円
)
に
よ
れ
ば
、

末
に

「本
礼
拝
講
勲
仕
人
々
。
随
用
少
々
注
之
」
と
し

て
、
弘
安
八
年
か
ら

元
亨
三
年

(
=
二
二
三
)
ま
で
の
勧
進

・
執
事
な
ど
の
名
前
が
見
ら
れ
、
古

記
録
に
相
当
す
る
も
の
。

と
い
う
。
冒
頭
を
引
用
す
る
。

昔
後

一
条
院
御
時
、
万
寿

二
年
、

日
吉
社
頭

二
希
代

.
怪
異

ア
リ
。

二
宮

林

。リ
八
王
子
山

.
峯
、
下

ハ
大
宮

.後

マ,.
林
木
悉
乾
枯

.一.
、
昔

.
如
来
入

滅

.
鶴
林

.
如

.
。

前
掲

『耀
天
記
』
②
の
部
分
で
は
樹
木

の
枯
槁
が
い

つ
の
こ
と
か
判
然
と
し
な
い

が
、
ω
に
は
永
観
二

(九
八
四
)
年

の
頃
、
ま
た
ω
は
後
の
例
だ
ろ
う
が
延
久
年

間

(
一
〇
六
九
ー
七
四
)
と
あ
る
。
『太
平
記
』
は
応
和
の
末

(九
六

四
)

と
す

る
が
、
前
掲
山
王
関
係
諸
書
に
は
管
見
の
限
り
万
寿
二

(
一
〇
二
五
)
年
と
あ
る
。

林
木
乾
枯
の
報
に
驚
い
た
禰
宜
希
遠

(『耀
天
記
』
ω
②

の
石
遠
の
弟

で
、
注

(4
)
に
抄
出
の

『祝
部
宿
禰
業

一
流
系
図
』
に
よ
れ
ば
長
元
元

(
一
〇
二
八
)

年
十

一
月
二
十
五
日
卒
)
は
大
宮
宝
前
で
祈
請
、
深
更
に
権
現
が
あ
ら
わ
れ
託
宣

が
下
る
。
山
王
関
係
諸
書
の
間
で
神
託
の
主
旨
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
比
較
的

『
太
平
記
』
に
表
現
が
近
い

『
日
吉
社
礼
拝
講
元
起
事
』
の
そ
れ
を
引

く
。(

日
吉
社
礼
拝
講
元
起
事
)
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カ
タ
ル

コ
レ

依

・
語

ひ
吾

上

人

之

↓
久

ト

・
居

二
此

・
所

一
、

已

二
送

二
数
百

廻
之

星
霜

↓、

シ
ノ

守

二
円
宗
教
法

↓
、
慈
覚

・
智

証
遙
二
凌

許
蒼
波

↓、
伝

二
五
台

.
法
流
於

吾
山
一、
安

恵

・
恵
亮
伝

二
其

法
蔵

一、
錐

・
然
伝
燈
漸
衰
故
、

興
隆
稽
澆

薄
、
習
学
修
練
之
道
絶
、
而
非

学
無
道

.
之
凶
徒
、
帯

二
兵
杖

↓
往

コ
反
社

頭

引、
縮

コ
甲
冑

↓
遊

コ
行
山

路

↓、
是
我
守
護

.
非

二
本
意

一、
併

,
所
・

(著

力
)

ソ
ム
ク

背

二
大

師

.
遺

誠

～
也

、

但

心

二
未

・
飽

者

ハ
、

一
乗

醍

醐

法

味

耳

、

尚

留

ル
者

、

引

声

念

仏

、
行

法

、

大

師

.
懇

志

思

ヘ
ハ
難

レ
忘

二
生

生

世

世

～
、

サ
リ

我
今
去

二
此
所

一
欲

レ
赴

二他

所
、、
汝
可

・
候
焉

(太
平
記
)

我
内
に
は
円
宗
の
教
法
を
聞
き

て
、
化
縁
を
三
千
の
衆
徒
に
結
び
、
外
に
は

国
家
の
安
全
を
致
し
て
、
利
益
を
六
十
余
州
に
垂
る
。
然
り
と
云
へ
ど
も
、

今
衆
徒
の
振
舞

一
つ
と
し
て
神
慮
に
叶
は
ず
。
兵
杖
を
横
た
へ
て
法
衣
を
汚

し
、
甲
冑
を
帯
し
て
社
頭
を
往
来
す
。
鳴
呼
今
よ
り
後
、
三
諦
即
是
の
春
の

花
、
誰
が
挟
に
か
薫
は
ん
。
四
曼
不
離
の
秋
の
月
、
何
れ
の
扉
を
か
照
ら
す

べ
き
。
こ
の
上
は
我
当
山
の
麓

に
跡
を
垂
れ
て
も
何
か
は
せ
ん
。
た
だ
速
や

か
に
寂
光
土

へ
こ
そ
帰
ら
め
。

た
だ
耳
に
留
ま
る
は
常
行
三
昧
の
念
仏
の
音
、

な
ほ
も
心
に
あ
か
ぬ
は

一
乗
講
読
の
論
議
の
声
な
り
。

(囚
鵬
頁
)

両
者

に
直
接
的
な
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
傍
線
部
は
類
似
し
た
表

現
で
間
接
的
な
何
ら
か
の
影
響
を
想
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。
な
お

『
日
吉

年
中
行
事
井
礼
拝
講
事
』
や

『
日
吉
山
王
権
現
知
新
記
』
な
ど
は
、

こ
の
部
分
、

右
の

『
日
吉
礼
拝
講
元
起
事
』
よ
り
も
詳
細
な
記
述
を
有
す
る
。

神
託
を
受
け
た
希
遠
は
西
塔
座
主
房
東
陽

(
『
日
吉
年
中
行
事
井
礼
拝
講
事
』

に
よ
る
。
『御
礼
拝
講
之
記
』
で
は

「西
方
院
々
源
僧
正
」
)
に
相
談
、
衆
徒

は
神

慮
を
お
そ
れ
十
人
の
磧
徳
を
選
び
法
華
二
十
八
品
を
講
じ
三
日
間
論
議
を
し
た
。

す
る
と
枯
葉
は
も
と
の
青
色
に
復
し
た
と
い
う
。
『礼
拝
講
事
』
な
ど
山
王
関
係

諸
書
と

『太
平
記
』
と
を
比
較
す
る
と
、
万
寿
を
応
和
と
す
る
年
次
の
相
違
、
希

遠
宿
禰
が
登
場
す
る
か
否
か
な
ど
細
部
に
お
い
て
は
か
な
り
な
異
同
が
あ
る
が
、

山
門
の
衰
退
を
嘆
き
他
所

へ
移
ろ
う
と
す
る
神
を
、
法
華
礼
拝
に
よ

っ
て
と
ど
め
、

そ
れ
に
伴
な
い
枯
木
も
復
活
し
た
と
い
う
基
本
的
な
枠
組
は

一
致
し
て
お
り
、
特

定
は
で
き
な
い
も
の
の

『太
平
記
』
は
山
王
神
道
の
世
界
で
行
わ
れ
た
礼
拝
講
由

来
課
を
素
材
に
し
た
、
と
言
え
よ
う
。
な
お
前
掲

『太
平
記
』
で
神
が
帰
ら
ん
と

す
る
場
所
を

「寂
光
土
」
(波
線
部
)
と
す
る
の
は
、
『
日
吉
社
並
叡
山
行
幸
記
』

に

「将
帰

二
寂
光
之
都

二

と
あ
る
の
と

一
致
し
注
意
さ
れ
る
。

四

基
氏
逝
去
と
大
般
若
経
転
読

巻
四
十
の
大
尾
近
く
に
、
初
代
鎌
倉
公
方
足
利
基
氏

の
死
を
伝
え
る
簡
略
な
記

事
が
あ
る
。

こ
れ

(天
龍
寺
焼
亡
)
に
よ
つ
て
天
下
も
如
何
と
危
ふ
く
思
ふ
と
こ
ろ
に
、

こ
の
春
の
末

つ
方
よ
り
鎌
倉
左
馬
頭
基
氏
、
柳
か
不
例
の
事
あ
り
と
聞
え
し

が
、
同
じ
き
四
月
二
十
六
日
、
生
年
二
十
八
に
て
忽
ち
に
逝
去
し
玉
ひ
け
り
。

連
枝
の
鐘
愛
は
多
け
れ
ど
も
、
別
れ
に
到

つ
て
は
悲
し
か
る
べ
し
。
況
や
こ

れ
は
た
だ
二
人
、
羽
翼
両
輪
の
如
く
に
て
、
花
夷

の
鎮
撫
と
成
り
玉
ひ
し
が
、

さ
ら
ぬ
別
れ
の
悲
し
さ
も
さ
る
事
な
が
ら
、
関
東

の
柱
石
捲
け
ぬ
れ
ば
、
柳
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営
の
力
衰

へ
ぬ
と
、
愁
歎
殊
に
浅
か
ら
ず
。

こ
れ
に
就

い
て
、
京
都
大
い
に

恐
れ
慎
み
て
、
御
祈
祷
な
ど
も
あ
る
べ
し
と
、
内
々
そ
の
沙
汰
あ
り
け
り
。

(囚
輔
百
Q

傍
線
部
は
、
こ
の
種
の
不
吉
な
記
事

に
は
よ
く
付
さ
れ
る
、

一
見
あ
り
ふ
れ
た
叙

述
で
は
あ
る
が
、
然
る
べ
き
史
的
事
実
を
踏
ま
え
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と

の
見
通
し
か
ら
、
以
下

の
よ
う
推
測
し
て
み
た
。

ま
ず
貞
治
六

(
一
三
六
七
)
年
の
主
要
な
事
件
、
基
氏
お
よ
び
祈
祷
関
係
記
事

を

『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
二
十
七

・
二
十
八
か
ら
抄
出
す
る
。

二
月

三
月
十
三
日

二
十
九
日

四
月
十
四
日

十
五
日

十
六
日

十
九
日

二
十
六
日

二
十
九
日

五
月
三
日

二
十
九
日

六
月
十
七
日

十
八
日

二
十
六
日

高
麗
使
入
京
、
倭
冠
禁
圧
を
要
請
す
。

こ
の
頃
か
ら
基
氏
、
病
と
な
る
。

天
龍
寺
焼
亡
。

日
吉
祭
。

こ
れ
以
前
に
横
川
の
僧
、
神
託
を
受
け
る
。

基
氏
、
円
覚
寺

に
赴
く
。

義
詮
、
天
下
安
全
の
た
め
に
石
清
水
八
幡
に
寄
進
。

義
詮
、
周
鮫
碧
諌
に
大
般
若
経
転
読
を
命
じ
る
。

基
氏
没
。

南
北
両
朝
講
和

の
こ
と
、
不
順
。

基
氏
逝
去

の
報
、
京
に
届
く
。

関
東
の
処
置

の
た
め
、
佐
々
木
導
誉
東
下
。

鶴
岡
八
幡
宮
に
天
下
安
全
を
祈
ら
し
む
。

三
井
寺

・
南
禅
寺
と
抗
争
。

高
麗
使
を
帰
国

せ
し
む
。

七
月
十
三
日

斯
波
高
経
、
北
国
に
て
没
。

二
十
日

伊
豆
三
島
社
に
天
下
安
全
を
祈
ら
し
む
。

十
二
月
七
日

義
詮
没
。

こ
の
年
は
高
麗
使
の
来
朝
、
南
朝
と
の
交
渉
、
仏
教
界
の
確
執
等
、
多
端
な
情

勢

の
中

で
、
関
東
支
配
の
柱
石
で
あ
る
基
氏
が
没
す
る
。
こ
の
前
後
で

「内
々
」

の
御
祈
祷
に
関
連
が
あ
り
そ
う
な
の
が
傍
線
①
の
記
事
で
、
『師
守
記
』

四
月
二

十
七
日
条
裏
頭
書
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

　

今
日
法
皇
寺
長
老
被

・
語
云
、
今
日
日
吉
祭
前
、
山
門
横
川
法
師
宿
十

圏
一

師
社
團

[
口
自
二
社
壇
一
ー

此
世
中

匡

態
ハ匿

将
軍
随
分
守
護
之
処
、
運
尽
、
天
下
可
・
乱

之
趣
、
仰

・
之
、
彼
法
師
夢
中
申
云
、
「以

・
何
可

二
転
替

一
候
哉
」
、
被

・

仰
云
、
「以

・
何
可

・
転
事
不

・
可

・
有
、
若

一
万
部
大
般
若
経

ヲ
転
読
可
・

　お
カ
　

見
歓
」
之
由
、
被

・
仰
之
後
、
夢
酔
、
於

二
山
門

一
強
不

二
披
露

一
之
処
、

此
事
聞

二
武
家
辺

一、
被

レ
尋

二
山
門

一
之
処
、
令

二
存
知

一
者
少
之
間
、

無

二
左
右

一、
不

・
申

二
返
事

一、
或
谷

ニ
テ
相

コ
尋
此
事

一
之
間
、
事
之

次
第
令

・
申
了
、
循
仰

二
諸
寺

一、

一
万
部
大
般
若
経
自

二
武
家

一
被

二
転

読

一云
々
、
希
代
事
也

(史
料
纂
集
九
励
頁
。
口
内
は
大
日
本
史
料
六
ー
二
七

聯
頁
の
読
み
、

傍
注
は
同
書
所
引
の
押
小
路
家
本
に
よ
る
。
私
に
、
会
話
記
号
を
付
す
)

ま
ず
右
の
記
事
の
日
次
に
つ
い
て
、
傍
線
B

「今
日
日
吉
祭
前
」
と
あ
る
の
が

手
が
か
り
で
、
貞
治
六
年
の
日
吉
祭
は
四
月
十
四
日
庚
甲
に
行
わ
れ
て
い
る

(師

守
記

・
同
日
条
)。
す
る
と
傍
線
A

「今
日
」
も
同
じ
四
月
十
四
日
と
な
ろ
う
が
、
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横
川
法
師
が
十
四
日
に
受
け
た
託
宣

の
内
容
を
、
当
日
す
ぐ
に
法
皇
寺
長
老
が
知

っ

て
師
守
に
語

っ
た
、
と
考
え
る
の
は
不
自
然
で
あ
り
、
ま
た
武
家
が
そ
の
神
託
を

察
知
し
て
大
般
若
経
転
読
を
命
じ
る
の
に
は
、
し
ば
ら
く
の
日
時
が
必
要

で
あ
ろ

う
。
と
な
る
と
、
日
吉
祭
の
前
と
い
う
の
は
十
四
日
の
数
日
前
と
み
る
の
が
自
然

で
あ
る
。
以
上
の
推
測
は
傍
線
A

「今
日
」
を
十
四
日
と
考
え
て
の
こ
と
で
あ
る

が
、
な
ら
ば
何
故
二
十
七
日
条
裏
頭
書
に
該
記
事
が
載
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
が

残
る
。

そ
こ
で
傍
線
A

「今
日
」
を
そ
の
ま
ま
四
月
二
十
七
日
と
捉
え
た
い
の
だ
が
、

そ
う
す
る
と
傍
線
B

「今
日
日
吉
祭
前
」
と
あ
る
の
と
矛
盾
し
て
し
ま
う
。
傍
線

B

「
今
日
」
を

「今
月
」

の
誤
字
と
考
え
れ
ば
理
解
し
易
い
の
だ
が
。
以
上
の
よ

う
な
時
日
の
問
題
は
残
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
日
吉
祭
の
前
に
横
川
法
師
が
十
禅

師
社

で
神
託
を
受
け
、
そ
れ
に
対
し

て
の
処
置
を
含
め
た

一
連
の
話
を
法
皇
寺
長

老
が
知
り
、
四
月
二
十
七
日
に
師
守

に
語

っ
た
、
と
捉
え
る
あ
た
り
が
穏
当

で
あ

ろ
う
。

法
皇
寺
は
長
岡
京
市
今
里
に
あ
る
乙
訓
寺
の
こ
と
、
大
菰
山
法
皇
寺
の
称
を
持

つ
。
弘
仁
年
間

(八

一
〇
ー
二
四
)

に
は
空
海
が
居
住
し
別
当
に
も
な
る
。
そ
の

後
衰
え
た
の
を
宇
多
法
皇
が
再
興
し
、
行
宮
に
も
し
た
ゆ
え
に
法
皇
寺
の
名
が
あ

る
。
法
皇
寺
長
老
は

『師
守
記
』
に
頻
繁
に
登
場
し
、
「先
人
御
舎
弟
僧
」
(康
永

四
年
三
月
十

一
日
条
)

・

「
件
長
老
予
叔
父
也
」
(貞
治
三
年
五
月
二
十
七
日
条
)

と
あ
る
こ
と
か
ら
判
る
よ
う
に
師
守

の
父
師
名

の
弟

で
、
空
照
房
と
称
し
た
。

『師
守
記
』
解
題
の

「師
守
周
囲
の
中
原
家

の
人
々
」
(小
林
花
子
稿
)
に
は
、

師
茂
等
兄
弟
姉
妹

の
叔
父
と
し

て
、

一
家
に
重
き
を
な
し
て
い
た
。
又
、
政

治

の
動
き
に
も
通
じ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
人
物

で
あ
る
。

と
あ
る
。
例
え
ば
、
貞
治
三
年
七
月
七
日
の
光
厳
院
崩
御
に
関
し
て
、
七
月
三
日

に
法
皇
寺
長
老
が
師
茂

(師
守
兄
)

の
許
を
訪
れ
、

昨
日
法
皇
当
今
御
厳
親
於

二
丹
州

一
崩
御
之
由
、
風
聞
候
、
驚
存
云
々

と
語

っ
て
お
り
、
師
守
は

「
家
君

(師
茂
)
未

レ
触

レ
耳
」
と
記
す
。
四
日
に
は

ま
た
も
長
老
が
訪
れ
、
崩
御
の
事
は
事
実

で
な
く
病
が
重
い
旨
伝
え
て
お
り
、
世

間
の
風
聞
に
敏
感
な
様
が
う
か
が
え
る
。
長
岡
京
と
京
都
は
距
離
的
に
も
近
く
、

空
照
房
は
度
々
師
茂
邸
を
訪
れ
、
し
か
も
叔
父

で
あ
る
と
い
う
関
係
で
、
あ
る
程

度
機
微
に
か
か
わ
る
情
報
も
語

っ
た
と
思
わ
れ
、
前
掲
横
川
法
師
の
話
も
そ
う
し

た
類
に
属
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

十
禅
師
の
社
前

で
横
川
法
師
が
受
け
た
神
託
は
、
義
詮

の
努
力
を
評
価
し

つ
つ

も
運
が
尽
き
た
と
し
て
天
下
動
乱
を
予
告
す
る
も

の
で
あ

っ
た
。
権
現
に
対
策
を

問
う
と
、
方
法
は
な
い
と
言

い
乍
ら
大
般
若
経
転
読

の
功
徳
を
示
唆
す
る
答
え
で

あ

っ
た
。
山
門
は
こ
れ
を
公
表
し
な
か

っ
た
が
武
家
は
探
索
の
末
託
宣
内
容
を
知

り
、
幕
府
は
諸
寺
に
大
般
若
経
転
読
を
命
じ
た
。
山
門
が
こ
れ
を
秘
密
に
し
た
の

は
、
幕
府
に
と

っ
て
芳
し
か
ら
ぬ
託
宣
で
あ

っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

一
方
、

「或
谷

に
て
此
事
を
相
尋
ぬ
る
の
間
、
事
の
次
第
申
さ
し
め
了
ん
ぬ
」
と
い
う
あ
た
り
か

ら
、
武
家
は
何
と
し
て
も
そ
の
内
容
を
知
り
た
が

っ
た
ら
し
い
こ
と
が
窺
え
る
。

こ
れ
は
武
家
が
こ
う
し
た
情
報

に
敏
感
に
な

っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
も
あ

ろ
う
。

さ
て
こ
の
件
に
対
応
し
て
、
傍
線
②
の
記
事
は
具
体
的
に
転
読

の
命
令
が
下

っ

た
こ
と
を
伝
え
る
。
『
地
蔵
院
文
書
』
に
次
の
よ
う
に
み
え
る
。
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天
下
御
祈
祷
千
部
大
般
若
経
中
十
部
転
読
事
、
謹
承
了
、
任

下
被

二
仰
下

一

旨

上
、
自

二
来
廿
日

一
至

二
干
今

月
中
一、
可

レ
令

二
転
読

一
之
由
、

可

レ

令

二
洩
披
露

一
給
候
、
恐
憧
敬
白

貞
治
六
年
卯
月
十
九
日

周
鮫
上
判

(『大
日
本
史
料
』
六
ー
二
七
㎜
頁
)

千
部
の
大
般
若
経
の
う
ち
十
部
を
分
担

し
、
四
月
二
十
日
か
ら
月
末
ま
で
に
転
読

す
る
旨
を
了
承
し
た
文
書
で
あ
る
。

こ
れ
を

『
師
守
記
』
の
記
事
に
対
応
す
る
も

の
と
看
倣
し
て
よ
い
な
ら
ば
、
日
吉
祭

以
前

(特
定
で
き
な
い
が
、
十
四
日
の
前

夜
か
、
二
、
三
日
前
程
度
)
託
宣
に
関

し
て
、
十
九
日
ま
で
に
幕
府
は
情
報
を
収

集
し
、
各
所
に
転
読
分
担
の
手
配
を
済
ま
せ
た
も
の
ら
し
い
。
武
家
が
こ
の
よ
う

に
過
敏
に
な
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
は
ず
で
、
そ
の

一
つ
に
基
氏
の

病
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
基
氏
没
は
四
月
二
十
六
日
だ
が
、

既
に
三
月
半
ば
に
は
微
慈
を
患

っ
て
い
る
。
そ
の
情
報
が
い
つ
京
都
に
も
た
ら
さ

れ
た
か
を
示
す
旦
ハ体
的
な
資
料
は
管
見

に
入
ら
な
い
が
、
遅
く
と
も
四
月
中
旬
頃

に
は
何
か
の
風
聞
が
都
に
届
い
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然

で
あ
ろ
う
。
『
太
平

記
』
の
記
述
か
ら
は
基
氏
没
後

に
祈

祷
な
ど
が
行
わ
れ
た
と
読
め
る
が
、

一
方

「内

々
」
と
あ
る
あ
た
り
は
秘
密
裡
に
こ
と
が
進
め
ら
れ
た
か
と
も
窺
え
、
基
氏

病
臥
の
報
が
京

に
届
い
た
こ
ろ
、
時
を
同
じ
く
す
る
よ
う
に
横
川
法
師
が
不
穏
な

神
託
を
受
け
、
こ
れ
ら
に
対
し
過
敏

に
反
応
し
た
幕
府
が
、
大
般
若
経
転
読
を
命

じ
、
こ
う
し
た
こ
と
が

「内
々
そ
の
沙
汰
」
と

『太
平
記
』
に
表
現
さ
れ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
右

の
文
書
に
署
名
す
る
周
絞

は
臨
済
宗
夢
窓
派

の
僧

で
、
道
号
は
碧
潭

(
一
二
九

一
ー

=
二
七
四
)
。
貞
治
四

(
=
二
六
五
)
年
に
赤
橋
登
子

(尊
氏
室
)

が
没
す
る
と
、
二
代
将
軍
義
詮
は
碧
潭
を
等
持
寺
に
招
き
百
日
間
経
典
を
講
じ
さ

せ
る
な
ど
幕
府
と
の
係
り
が
深
く
、
貞
治
六
年
十
月
四
日
、
細
川
頼
之
は
衣
笠
山

に
地
蔵
院
を
建
立
、
碧
潭
周
咬
を
開
山
と
し
た
。
幕
府

の
信
頼
あ

つ
い
周
絞

に

「内
々
」

の
祈
祷
が
命
じ
ら
れ
た
の
も
納
得
で
き
る
の
で
あ
る
。

*

*

*

以
上
、
日
吉
社
を
め
ぐ
る
き
わ
め
て
環
末
な
、
や
や
も
す
れ
ば

『
太
平
記
』
外

の
事
象
の
検
討
に
終
始
し
た
。
『太
平
記
』
作
者
像
の
全
的
な
補
足
は
、
外
部
徴

証
を
再
検
討
す
る
機
運
が
見
え

つ
つ
あ
る
も
の
の
、
容
易
に
は
進
展
し
得
な
い
難

事
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
作
者

の
和
漢
の
知
識

・
教
養
、
社
会
的

・
歴
史
的

環
境
な
ど
を
探
り
出
す
に
は
、
『太
平
記
』
そ
の
も
の
の
記
述

の

一
々
を
仔
細
に

洗
い
直
す
作
業
が
、
迂
遠
な
が
ら
し
か
し
避
け
ら
れ
な
い
道
で
あ
ろ
う
。
作
品
中

で
は
全
く
の
端
役
に
過
ぎ
ず
、
我
々
に
は
判
然
と
し
な
い
人
物
も
、
当
代

の
人
々

に
は
そ
れ
な
り
の
必
然
性
が
あ

っ
て
こ
そ
配
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
ご
く
さ
さ

い
な
表
現
の
は
し
ば
し
に
も
、
作
者
が
意
識
し
た
で
あ
ろ
う
何
ら
か
の
先
行
文
献

が
あ
り
、
そ
こ
に
作
者

の
知
識

・
教
養
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
、
と
の
見
通
し
の

下
に
、
今
し
ば
ら
く
こ
の
種
の
作
業
を
続
け
て
み
た
い
。

注
(
1
)
井
上

宗
雄

『
中
世

歌
壇
史

の
研
究

南
北
朝
期

改
訂
新
版
』

(
一
九

八
七
年

五
月
、
明

治
書
院
)

㎜
頁
。

(
2
)

和
歌

の
引
用
は
、
以
下
断
わ
ら
な

い
限

り

『
新
編
国
歌
大
観
』

に
拠

る
。
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(3
)
『
太
平

記
諸
本

の
研
究
』

(
一
九
八
〇
年
四
月
、
思
文
閣
出
版
)

78
頁
。

(
4
)
福

田
秀

一

「
祝
部
系
図

に

つ
い

て
」

(
『
国
学
院
雑

誌

』
六

六
巻

一
号

、
一
九
六

五
年

一
月
)

の
抄

出

に
よ

る
。

(
5
)
森
茂
暁

「
日
野
家

の
群
像

-
南
北
朝
期
を
中
心
と
し
て
ー
」

(『
高
校
通
信
東
書

日
本

史
世
界
史
』
一
九
八
九
年
九
月
)
。

(
6
)
『
大
正
新

脩
大
蔵
経

図
像
部
十

二
』

㎜
頁
中
。


